
事例内容・タイトル

出典

地方公共団体金融機構

団体名

事例区分 一般行政 タグ

事例種類

・過疎対策事業債
・地域運営組織
・移住定住

沖縄県伊江村

間伐や路網整備等の取組

植樹祭の開催による防風林・防潮林の整備

森林環境譲与税の取組事例集（令和２年10月）

団体の属性 町村

事例№ 1117

公表年度 R2



□ 事業内容

１ 植樹祭の開催

• 島内の海岸沿いや主要道路沿いに植栽された防風林・防潮林の整備

及び松林の復旧のため、村主催で植樹祭を開催し、約5,900㎡に

200本のリュウキュウマツを植栽。

【事 業 費】1,749千円（うち譲与税228千円）

【実 績】植栽面積：約5,900㎡

植栽樹種：リュウキュウマツ200本

参加者 ：60人(雨天のため当初人数から変更)

➢ 本村は、元来、緑豊かな島でありましたが、先の大戦で激しい戦火に遭い一木一草まで焼き尽くされ文字どおり焦土と化した。

➢ 村民の先人達は戦後復興の中から、寸暇を惜しまず村民総出で海岸沿いや主要道路沿いにモクマオウを中心に植栽し美しい緑を蘇ら

せたが、最近では、既存の防風・防潮林も老木化が見立ち季節風や台風等の影響で倒木または危険木となり、自然災害を受けやすい条

件下となっていることから、防風、防潮林の整備が急務な課題となっている。

➢ 令和元年度においては、植樹祭を開催し、約5,900㎡に200本のリュウキュウマツを植栽した。

沖縄県 伊江村（植樹祭の開催による防風林・防潮林の整備）森林整備

①令和元年度譲与額 228千円

②私有林人工林面積（※１） 16ha

③林野率（※２） 7.3％

④人口（※３） 4,260人

⑤林業就業者数（※４） 1人

（植樹祭）（開催前）

□ 事業スキーム

・伊江村単独（直営）で実施

・開催前の下草の刈払いや苗木の準備なども村の職員が対応

□ 工夫・留意した点

・村の各団体長や緑の少年団等、約200名に案内。

・実施に当たっては、島内の民間事業者に助言を求めた。

・植樹祭の開催について、場所・日程・樹種選定・数量等の

調整に時間がかかった。

・今後も継続できるように要調整。

◇ 基礎データ

※１：「森林資源現況調査（林野庁、H29.3.31現在）」

※２：「2015農林業センサス」 ※３，４：「H27年国勢調査」 39


